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	Q1　企業活動の状況を把握するための項目
	Q1-1　貴社の2011会計年度末時点における貴社単体の事業規模を記入してください。
	注）　正規従業員：会社・団体等の役員を除く雇用者において、正規の職員・従業員の方。非正規従業員に該当するパ－ト、アルバイト、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員・嘱託は除きます。

	Q1-2　Q1-1のうち、貴社のエンタプライズソフトウェア関連事業に関する事業規模を記入してください。
	注）　エンタプライズソフトウェアプロダクツ関連事業の研究開発費のうち、海外開発拠点における研究開発費の割合

	Q1-3　貴社の開発拠点の現状について、Ⅰ．国内及び海外の拠点数と開発技術者総数、Ⅱ．海外開発拠点注の所在地の国名を記入してください。また、Ⅲ．海外開発拠点展開の方針について、該当するものを一つ選択して○を記入してください。

	Q2　開発対象を把握するための項目
	Q2-1　2011会計年度における貴社または貴事業部門での主要なエンタプライズソフトウェア関連事業のカテゴリについて、最も事業規模の大きい事業項目一つに◎、その他該当する項目すべてに○を記入してください（複数選択可）。
	Q2-2　貴社または貴事業部門での2011会計年度における開発費用の内訳をⅠ．費用別、Ⅱ．開発対象別注1に、それぞれの合計が100％となるように記入してください。
	注1）　複数の開発対象に関る費用については、充当率等を考慮して案分してください。
	注2）　システム開発：システム全体に関る企画・設計・テスト等、ソフトウェアまたはハードウェアに特化しない開発部分

	Q2-3　貴社または貴事業部門の2011会計年度のソフトウェア開発プロジェクト数は何件ですか。新規開発、差分開発/派生開発/改修開発/保守開発プロジェクト、その他ごとに記入し、また合計件数を記入してください。
	Q2-4  Q2-3に関してⅠ．プロジェクト開発費、Ⅱ．全ソフトウェア行数、Ⅲ．新規ソフトウェア開発行数、Ⅳ．差分開発/派生開発/改修開発/保守開発プロジェクト、Ⅴ．プロジェクト投入人数、Ⅵ．プロジェクト工数、について、内容別のプロジェクト件数比率を、それぞれ合計が100％となるように記入してください。
	Q2-5　開発ソフトウェアの再利用比率や導入比率はどのようになっていますか。下記のそれぞれの割合をソフトウェアの規模をベースに合計が100％になるように記入してください。
	Q2-6　技術戦略として貴社が現在取り組んでいること、また、今後取り組みたいと考えていることについてお聞きします。重要だと考えられる事項を3つ選んでください（重要度の高いものから3つまで）。（3つない場合は「－」を記入）
	Q2-7　貴社の顧客がITで解決したいと考えている経営課題についてお聞きします。Ⅰ．経営課題について、該当する選択肢の中から、もっとも当てはまる順に3つまで選択してください。Ⅱ．選択した課題の解決のため、貴社が重視して取り組んでいる製品・ソリューション開発、施策を該当する選択肢の中から、もっとも当てはまる順に3つまで選択してください。

	Q3　開発工程を把握するための項目
	Q3-1　貴社または貴事業部門でのプロジェクトの工程見積り（工数、スケジュール）は通常どのように作成していますか。それぞれの合計が100％となるように記入してください。
	Q3-2　貴社または貴事業部門ではプロジェクトの計画書は通常どのように作成していますか。それぞれの合計が100％となるように記入してください。
	注）　顧客等の計画にしたがった計画書作成を含みます。


	Q4　開発時の委託・受託状況を把握するための項目
	Q4-1　貴社または貴事業部門でのソフトウェア開発の外部委託先ごとの委託費の比率はどれくらいですか。委託先ごとの委託費用の割合を記入してください。合計が100％になるように記入してください。
	注1）　グループ会社は子会社及び関連会社です。子会社：貴社が50％超の議決権を所有する会社をいいます。また、その子会社あるいは貴社とその子会社合計で50％超の議決権を所有している会社も含みます。50％以下であっても貴社が実質的に支配している会社も含みます。関連会社：貴社が20％以上～50％以下の議決権を所有している会社をいいます。また、15％以上議決権を所有していること等により、重要な影響を与えることができる会社を含みます。
	注2）　中小企業：製造業では資本金3億円以下又は従業員300人以下。サービス業では資本金5千万円以下又は従業員100人以下。

	Q4-2　貴社または貴事業部門での外部委託している際の課題を、外部委託先それぞれについて課題の大きい順に3つまで選択してください。（3つない場合は「－」を記入）
	Q4-3　貴社または貴事業部門でのソフトウェア開発の受託事業の売上の比率はどれくらいですか。発注元別の受注金額の割合を記入してください。合計が100％になるように記入してください。
	Q4-4　貴社または貴事業部門でソフトウェア開発を受託している際の課題を、発注元それぞれについて課題の大きい順に3つまで選択してください。（3つない場合は「－」を記入）

	Q5　製品/システムの不具合状況ならびにその影響を把握するための項目
	Q5-1　貴社または貴事業部門の2011会計年度において扱った製品数及びカットオーバしたプロジェクト数、出荷後もしくは、カットオーバ後の稼働中に不具合を発生した製品数注/プロジェクト数、不具合の総件数を記入してください。
	注）　製品数には製品の総出荷数量（台数等）ではなく製品種類数（型式数等）を記入してください

	Q5-2　Q5-1で記入した出荷もしくは、カットオーバ後に「不具合を発生した製品数/プロジェクト数」と「不具合の総件数」について、それぞれの不具合原因別の数を記入してください。
	Q5-3　貴社または貴事業部門の2011会計年度において、出荷もしくは、カットオーバ後の不具合に伴うシステムの不具合修正費用注1、ソフトウェア不具合に伴う費用の割合、エンタプライズソフトウェア関連事業の経営損失注2、ソフトウェア不具合に伴う経営損失の割合を記入してください。
	注1）　システム構築組織が瑕疵として負担する不具合修正関連の人件費、製品・システムの改修費、修理費等を含みます。（直接損失）
	注2）　IＴベンダ企業において、故障対応により投入した要員を増収事業に投入できなかった逸失売上、製品製造企業の企業イメージ低下による
	売上低下、企業価値の減少等の損失を含みます。（間接損失）

	Q5-4　貴社または貴事業部門の出荷前の各工程で発見した不具合を、不具合の直接原因となった工程ごとの不具合件数の比率、不具合を発見した工程ごとの不具合発見件数の比率を、それぞれの合計が100％となるように記入してください。担当していない工程は“－”を記入し、担当した工程の合計が100％となるように記入してください。2011会計年度においてカットオーバしたシステムあるいは出荷した製品についてお聞きします。
	Q5-5　貴社または貴事業部門ではソフトウェアの不具合に起因する品質問題の再発防止策としてどのような施策を行っていますか。該当するもの全てを選択して○を記入してください（複数選択可）。
	注）　品質保証の専門家


	Q6　開発に対する自己評価を把握するための項目
	Q6-1　貴社または貴事業部門の2011会計年度における受託開発プロジェクトについて、売上5000万円未満のプロジェクトとそれ以上の大規模プロジェクトに分けてそれぞれの件数割合を記入してください。また、それぞれについて会社組織として承認した目標品質・コスト・納期（Q、C、D）の目標の達成状況を1～6の項目ごとのプロジェクト件数の比率で、QCD区分ごとの合計が100％となるように記入してください。
	5,000万円未満のプロジェクト
	5,000万円以上の大規模プロジェクト
	注1）　性能を含む品質目標を超えた、開発費用が予算を下回った、開発期間が予定より短期間で完了した、等
	注2）　品質目標値の100％未満で超過、コスト目標の50％未満で超過、納期目標を30日未満で遅延、等
	注3）　品質目標値の100％以上超過、コスト目標の50％以上超過、納期目標を30日以上遅延、等

	Q6-2　Q6-1の「5000万円以上の大規模プロジェクト」に関して「3．目標は達成できなかった」「4．大幅に目標を達成できなかった」プロジェクトに関して、Ⅰ．目標不達成の原因、Ⅱ．問題の解決策を、それぞれの欄に該当する選択肢の中から、もっとも当てはまる順に3つまで選択してください。
	Q6-3　Q6-1で品質について「目標管理していないのでわからない」プロジェクトが存在する方にお伺いします。品質目標を設定していない理由として、もっとも当てはまる順に3つまで選択してください。（3つない場合は「－」を記入）

	Q7　IT融合施策に関する取り組み状況を把握するための項目
	Q7-1　経済産業省では「IT融合による新社会システム」の戦略重点分野として下記の6分野を挙げています。貴社の取組み状況はどのようになっていますか。また、6分野以外の取組み状況はどのようになっていますか。項目毎に取組み状況の選択肢の中から一つ選択し、その番号を記入してください。
	「IT融合による新社会システム」については下記のURLに記載されております。
	Q7-2  IT融合分野への取り組みにおける課題及び課題の解決策について、重要な順に3つまでそれぞれの欄に該当する選択肢の中から、もっとも当てはまる順に3つまで選択してください。
	Q7-3　IT融合分野について自社の取組みを拡大したいと思いますか。どちらかに○を記入してください。また、そう思われる方はその理由について、もっとも当てはまる順に2つまで選択してください。思われない方は、その理由についてやはり、もっとも当てはまる順に2つまで選択してください。

	Q8　ソフトウェア・エンジニアリング・センターについて
	Q8-1　独立行政法人情報処理推進機構（IPA）のソフトウェア・エンジニアリング・センター（SEC）が提供する成果・セミナー等（下表左側）とSEC活動の運営形態（下表右側）が貴社のソフトウェア開発事業、IT人材育成、IT関連業務等にどのように役立っているかを評価し、該当する番号を記入してください。
	Q8-2　SECが提供する手法の活用状況について、１～6の手法ごとに、その番号を記入してください。活用状況で１、2を選択した場合は、その手法の活用期間を記入してください。
	次に、活動状況の選択肢で１、2を選択した場合は、活用目的の選択肢から重要な順に3番目まで選択し、その番号を各欄に記入してください。
	次に、それぞれの目的における手法の導入効果を活用していなかった場合を想定して、それとの相対的な比率を効果の欄に記入してください（例示参照）。
	次に、それらの直近1年間での効果を金額に換算するとどの程度になるかを推定し、その金額を記入してください。
	貴社で開発を委託している場合は、委託先企業の状況も踏まえた導入状況をお答え下さい。個々の手法に関する出版物等については下記のURLをご参照ください。
	http://sec.ipa.go.jp/、http://sec.ipa.go.jp/publish/、http://sec.ipa.go.jp/reports/
	Q8-3　SECで検討中のソフトウェア品質監査制度（仮称）に関して、貴社はどのように考えていますか。適用分野、必要性、課題についてお答えください。
	ソフトウェア品質監査制度（仮称）とは、専門知識を有する中立的な立場である第三者が、既存の制度でカバーできる範囲についてはその妥当性や結果の確認を行い、カバーできない範囲について審査基準を定めることで、妥当性や結果の確認を行う制度。詳細については下記のURLに記載されております。
	ソフトウェア品質監査制度（仮称）は、どの分野に適用すべきと考えますか。もっとも適用すべきと思われる順に3つまで選択してください。（3つない場合は「－」を記入）
	Ⅱ．必要性
	ソフトウェア品質監査制度（仮称）は、どのような観点で必要と考えますか。もっとも重要と思われる順に3つまで選択してください。（3つない場合は「－」を記入）
	Ⅲ．課題
	ソフトウェア品質監査制度（仮称）を適用する場合の課題は何ですか。もっとも重要と思われる順に3つまで選択してください。（3つない場合は「－」を記入）
	貴社・貴事業部門ならびにご回答いただいたあなたのプロファイルについてご記入くださいますようお願い申し上げます。なお、プロファイル情報は回答内容のお問合せ等の連絡用として使用することがあります。
	本調査に関して要望等がございましたらご記入ください。
	独立行政法人情報処理推進機構 技術本部ソフトウェア・エンジニアリング・センター（SEC）に対するご要望やご意見がありましたらご記入ください。
	上記プロファイル情報を来年度の本調査の調査票の送付先として使用してもよろしいでしょうか。
	上記プロファイル情報を独立行政法人情報処理推進機構　技術本部ソフトウェア・エンジニアリング・センターからのお知らせや資料送付等の連絡先として使用してもよろしいでしょうか。

	これでアンケートは終了です。同封の返信用封筒に本調査票を入れてご返送ください。また、ダウンロードしたファイルにご記入し、e-mailでお送りいただく場合は、下記にお送りいただきたく存じます。
	esi-survey.jp@gartner.com
	貴重なお時間・ご意見を賜り、誠にありがとうございました。

